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跡
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遺
跡
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八
ｉ

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
建
設
省
の
バ
イ
パ
ス
建
設
工
事
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
地
は
加
賀

地
方
の
中
心
地
域
と
し
て
知
ら
れ
る
小
松
市
東
部
の
開
析
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。

こ
こ
は

「
キ
ヨ
ミ
ズ
デ
ラ
」
の

跡
地
と
し
て
永
年
地
元
に
伝
承

さ
れ
て
き
た
場
所
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
こ
こ
が
ま
さ

し
く

「
キ
ヨ
ミ
ズ
デ
ラ
」
の
跡

御

地
で
あ
り
、
寺
名
を
冴
付
水
寺
」

松

　

表
記
し
、
八
世
紀
後
半
に
そ

６

の
活
動
が
開
始
さ
れ
、　
一
五
世

紀
後
半
に
移
転
す
る
ま
で
山
間

の
寺
院
と
し
て
存
続
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

浄
水
寺
は
定
形
化
し
た
伽
菫
配
置
の
寺
院
で
は
な
く
、
キ
ヨ
ミ
ズ
山
か
ら
南

東
方
向
に
弓
張
り
状
に
派
生
し
た
丘
陵
の
支
脈
に
三
方
を
取
り
囲
ま
れ
た
小
盆

地
の
緩
斜
面
を
寺
域
と
し
て
、
内
部
に
段
状
の
整
地
面
を
大
小
約
二
〇
面
造
成

し
、
仏
堂
と
掘
立
柱
建
物
を
配
置
し
た
寺
院
で
あ
る
。
寺
域
は
逆
Ｖ
字
形
を
呈

し
、
南
北
約

一
一
〇
ｍ
、
東
西
約

一
四
〇
ｍ
で
、
標
高
二
六
ｔ
三
九
ｍ
を
測
る
。

寺
内
の
建
物
は
、
間
口
五
間

・
奥
行
四
間
の
仏
堂

一
宇
と
房
舎
的
な
居
住
施

設
で
あ
る
掘
立
柱
建
物
群
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
遺
構
と
し
て
は
、
大
溝
、

池
、
室
状
遺
構
、
木
組
井
戸
、
土
坑
、
参
道
、
土
器
埋
納
穴
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
大
溝
は
、

寺
内
の
中
央
部
に
位
置
し
、　
旧
地
形
の
小
谷

（沢
状
地
形
）
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
各
層
か
ら
、
九
世
紀
後
半
ｉ

一
一

世
紀
前
半
の
墨
書
土
器
を
多
量
に
含
む
、
須
恵
器
や
土
師
器
な
ど
の
遺
物
が
、

整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
計
約

一
三
〇
箱
出
上
し
た
。
木
街
は
こ
の
大
溝
の
最
下
層

か
ら
出
上
し
た
も
の
で
、
年
代
は
九
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

墨
書
土
器
は
、
大
溝
以
外
を
含
め
て

一
三
二
二
点
が
出
上
し
た
。
そ
の
う
ち
、

判
読
で
き
る
も
の
は
、
六
割
強
で
あ
る
。
寺
名
の

「浄
水
寺
」
を
始
め
と
し
て
、

寺
名
の
略
称
で
あ
る

「浄
水
」

「寺
」
な
ど
や
、

「前
院
」

「南
房
」

「南
室
」

「仁
房
」
「中
房
」
「中
室
」

「厨
」
な
ど
の
寺
内
施
設
の
名
称
と
解
さ
れ
る
墨

書
群
と
、
「弥
」
「弥
来
」
「集
」
「冨
」
「冨
集
」
堅
口来
」
「大
吉
」
堅
口
加
」
な

ど
の
吉
祥
句
や
招
福
関
連
の
墨
書
群
の
二
群
が
大
半
を
占
め
る
。
他
に

「三
坂

万
呂
」
「気
丸
」
「成
女
」
な
ど
の
人
名
の
墨
書
、
「酒
界
」
「浄
前
坑
」
な
ど
の



用
途
を
示
す
墨
書
、
「神
」
「佛
」
「阿
難
」
な
ど
の
神
仏
の
墨
書
、
「昔
谷
寺
」

「春
」
「泉
」
な
ど
の
墨
書
が
あ
る
。

こ
の
他
転
用
硯
を
中
心
に
風
字
硯
や
猿
面
硯
な
ど
が
、
約
二
〇
〇
点
出
土
し

て
い
る
。
　
　
　
　
　
．

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔菩
提
薩
睡
〕

①
　
「今
月
日
□
恐
物
忌
人
者
楊
丸
子
萩
耳
　
」
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おヽ
∞
×
卜
∞
Ｘ
ω
　
ｏ
∞
岸

一木
簡
は
幅
広
の
長
方
形
の
転
用
材
で
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
墨

書
は
片
面
だ
け
で
、
背
面
に
は
漆
決
の
も
の
が
塗
ら
れ
て
い
る
。

杓
容
は

「今
月
□
□
恐
物
忌
人
者
」
が
、
字
体
が
大
き
く
、
物
忌
に
関
す
る

語
旬
で
あ
り
、
「楊
丸
子
」
は
人
名
と
判
断
さ
れ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
大
溝
に
は
、
多
量
の
上
器
が
投
棄
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

が
月
例
的
な
宗
毅
活
動
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
浄
水
寺
で
の
活

動
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
墨
書
土
器
の
性
格
の
解
明
へ
と
つ
な
が
る

こ
と
に
な
る
。　
一
一
世
紀
前
半
の
頃
か
ら
、
土
器
に
代
わ

つ
て
木
製
形
代
な
ど

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宗
教
活
動
に
変
質
が
起
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
浄
水
寺
の
活
動
は
、
発
展

・
停
滞

。
中
興
の
各
時
期
を
経
な
が
ら

一
五
世
紀
後
半
ま
で
継
続
す
る
。
さ
ら
に
、
寺
廃
移
転
後
も
寺
名
と
跡
地
が
地

元
に
伝
承
さ
れ
つ
つ
、
跡
地
に
残

っ
た
キ
ヨ
ミ
ズ
デ
ラ
の
池
を
中
心
と
す
る
雨

乞
い
信
仰
を
形
成
し
た
背
景
に
は
、
浄
水
寺
の
性
格
が
潜
ん
で
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
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タ
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